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冷温水式高性能AHU「エア・コンビ」床置形
冷温水式高性能エアハン積 層形
冷温水式コンパクトエアハン
冷温水式ファンコイルユニット
BACnetゲートウェイ
※冷温水式製品はいずれもΔt10K仕様（制御付き）

納入製品

2021年12月（2025年4月取材）
納入年度

創 業 1 6 0 年 の 老 舗 が 挑 む 、高 い 快 適 性と省エ ネ性 の 両 立
みずを 活 用した 、近 未 来 のウェルネス オフィス

キーワードは「建設品質。」
地域、社会に貢献する総合建設会社

　2022年に創業160年を迎えた佐藤工業株式会社様。
建設プロセス全ての品質を向上させる意志を表現した

「建設品質。」をキーワードに、社会資本の形成に貢献されて
います。160周年記念事業として「“想”う、“創”る、寄り“添う”」
の意味を込めて建設されたのが、技術センターSOU。「ここ
に技術開発と施工支援の機能を集約し、生産性向上に寄与
しています」と教えてくださったのは技術センター長の早川様。
土木が専門の早川様は「“快適性”と“省エネ性”は相反する
ものだと思っていた」そうです。ところが技術センター長に
就任後すぐに驚いたと言います。「高い水準で快適と省エネ
を両立できているんです」。
　技術センターSOUはNear ly ZEBの認証を取得した
ほか、室内の快適性なども総合的に評価するCASBEE、
CASBEE-ウェルネスオフィスでSランクを取得。外構の緑地
には、歴史と伝統を重んじて創業の地・富山由来のパンダ
石（黒部川花崗岩）を配置するこだわりも。

Nearly ZEBの認証を取得した技術センターSOU
“地中熱”を活用した持続可能な空調システム

　 設 計 値において5 4％の 省エネと24％の創エネで、
BEI= 0 . 22を達 成した技 術センターSOU。太陽を自動
追尾する日射遮蔽・遮熱システムや空間環境センサーを
用いた照明制御など、様々な省エネ技 術が採用されて
います。中でも特筆すべきは地中熱の活用。クールピット・
ウォームピットで外気温度を緩和させているほか、16本
のボアホールと3 本の採熱 杭から採 取した地中熱を、
地中熱ヒートポンプ（G S H P）や躯体 蓄 熱 放 射冷 暖 房
システム（TABS）に利用しています。

　各機器の稼働状況はBACnetで中央監視に集約され、
データ分析やチューニングに活用。運用初年度からエネ
ルギー消費量は年々下がり続け、2024年度には創エネ
ルギー量を下回り“実質ゼロエネルギー”を達成しました。CO₂制御しながら1台で潜顕分離空調を実現するエア・コンビCN型

地中熱を活用した空調システムイメージ（夏期）

用 途 に合 わ せ 、執 務 エリアもラウンジも
そ れぞ れ のカタチで 実 現した 潜 顕 分 離 空 調

環境にもやさしい空調システムを実現したのは
みず、地中熱を活用した自然派技術

　2～3階の執務エリアに採用されたのは、外気側と還気側に
計2つの熱交換器を搭載したエア・コンビCN型。湿度調節
した“外気”と、温度調節した“還気”を空調機内で混合して
から吹き出す一体形の潜顕分離処理空調機です。混合された
外気と還気は、床染み出し空調で室内に給気。執務エリアに
まんべんなく必要な酸素量が行き届いているのは、居住域
を重点的に空調できる床染み出し空調と、外気と還気を混合
して吹き出すエア・コンビの組み合わせならでは。エア・コンビ
は1台で調温・調湿ができるので、除湿不足によるジメジメ
感や過冷却除湿時の冷え過ぎもありません。建築研究部の
鈴木様は「除湿運転時でも給気温度の極端な低下は見られ
ません。エア・コンビは、足元から冷えやすい床染み出し
空調に特にマッチする空調機だと思います」と評価します。

　採用された空調機はすべて大温度差仕様の冷温水式。
地中熱ヒートポンプ（GSHP）と空冷HP式チラーの2つの
熱源から、冷温水が供給されています。みずのエネルギー
を最大限活用した環境にやさしい空調システムが構築され
ました。

　1階のラウンジに採用された外調機は高性能エアハン
SPV2型。ラウンジは少人数の打ち合わせから大人数での
会議まで、その用途は実に様々。熱負荷変動が最も大きい
フロアだと言います。SPV2型は、低負荷時でもΔt10Kの
大温度差運転を可能にする2ウェイ回路を搭載しており、
鈴木様は「低負荷時においても給気温度がほぼ一定なん
です」と太鼓判。空調機、外調機ともに純正制御付きで

「稼働状況や各部の温湿度、CO₂濃度が把握でき、運用改善
に役立っています」とお話しいただきました。

持続可能な社会を未来につなぐため
総合建設会社のプライドが生んだ技術センター

　省エネなのは明らかなのに、現在その効果が評価されて
いない技 術――。技 術センターSOUではあえて多くの
“未評価技術”も採用し、自らの実証実験によって評価できる
よう取り組んでいます。早川様は「積み重ねたデータがある
からこそ、お客様への提案時に説得力が増すんです」と語り
ます。そこにあるのはZEBプランナーとして、そして総合
建設会社としてのプライド。豊かな未来を創るため、その目は

「建設品質。」のさらなる高みを見つめていました。
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佐藤工業株式会社
執行役員 技術センター長

早川様

佐藤工業株式会社
技術センター 建築研究部 

鈴木様

屋上に設置されたみず配管（左）と床染み出し空調（右）

低負荷にも対応可能な2ウェイ回路搭載のSPV2型と地中熱配管
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地中熱ヒートポンプ
エア・コンビ CN-4800型
躯体蓄熱放射冷暖房システム
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